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１．2022年10月期中間期の業績（2021年11月１日～2022年４月30日）

（１）経営成績（累計） （％表示は対前年同期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年10月期中間期 1,389 － △37 － △24 － △29 －

2021年10月期中間期 － － － － － － － －

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2022年10月期中間期 △135.08 －

2021年10月期中間期 － －

(注)１．当社は、2021年10月期（2020年11月１日～2021年４月30日まで）においては、中間財務諸表を作成していな

いため、2021年10月期中間期の経営成績（累計）及び前年同期増減率を記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり中間純損失であ

るため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年10月期中間期 1,747 552 31.6

2021年10月期 － － －

(参考) 自己資本 　2022年10月期中間期 552百万円 2021年10月期 － 百万円

(注) 当社は、2021年10月期においては、中間財務諸表を作成していないため2021年10月期の数値を記載しておりま

せん。

２．配当の状況

年間配当金

中間期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭

2021年10月期 0.00 0.00 0.00

2022年10月期 0.00

2022年10月期(予想) － －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年10月期の業績予想（2021年11月１日～2022年10月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,038 － 123 － 118 － 83 － 384.38

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　



※ 注記事項

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年10月期中間期 216,500株 2021年10月期 216,500株

② 期末自己株式数 2022年10月期中間期 －株 2021年10月期 －株

③ 期中平均株式数（中間期） 2022年10月期中間期 216,500株 2021年10月期中間期 200,000株

※ 中間決算短信は公認会計士又は監査法人の中間監査の対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる場合があります。

業績予想のご利用にあたっての注意事項については、中間決算短信（添付資料）３ページ「（３）業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間会計期間における我が国経済は、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により厳しい状況が続いており

ます。日本国内においては、３回目のワクチンの接種が進む中で、感染者数は横ばいの状況が続いていますが、重

症者数は少なく、病床使用率も低い数値で推移していることから、ウィズコロナを見据えた感染対策が国から発表

され、このような状況下における経済活動がどのようにあるべきか、模索されている状況です。またウッドショッ

クや原油価格高騰による原材料等の高騰が依然として続いており、その結果、各方面において、商品販売価格の上

昇が起こり、消費者の購買意欲の冷え込みを招きかねない厳しい状況です。

当社の主要事業が属する住宅業界におきましては、国土交通省公表の建築着工統計調査報告によると全国の新設

住宅着工数（持家）は、2021年11月度は前年同月比で5.5％、同年12月度は前年同月比で-0.4％、2022年１月度は前

年同月比で-5.6％、2022年２月度は前年同月比で-5.6％、2022年３月度は前年同月比で-9.4％、2022年４月度は前

年同月比で-8.1％の着工棟数となり、僅かではありますが減少傾向が見られます。

このような環境下におきまして当社では、今後の業務拡大に備え、Urban Architect１級建築士事務所の開設や、

建設業における特定建設業許可の取得、宅地建物取引業における大臣免許の取得を行いました。また引き続きwebか

らの集客を強化するためホームページの改善や、SNSによる集客の強化に取り組みました。

これらの結果、売上高は1,389,999千円、営業損失は37,191千円、経常損失は24,337千円、中間純損失は29,244千

円となりました。

なお、当中間会計期間は中間財務諸表（非連結）の作成初年度であるため、前年同中間期との比較情報は記載し

ておりません。

セグメント別の業績は、次のとおりです。

①住宅事業

住宅事業におきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大による販売機会の減少が続いているもののWeb集客の

強化や規格住宅の販売を開始し受注率向上に注力して参りました。この結果、住宅事業の売上高は1,215,961千円、

セグメント利益は111,632千円となりました。

②不動産事業

不動産事業におきましては、「Livment」という名称で、宅地分譲、不動産売買の仲介を行いました。また新屋敷

店を拠点として賃貸住宅の仲介や、管理契約の獲得を推進しました。プロモーション活動としては、引き続きSNSを

活用したプロモーション活動や、Livment独自のLINE公式アカウントを作成し、売地に設置している看板にQRコード

を記載しその場で価格・面積等の詳細が分かるようにするなど、集客に注力を行って参りました。この結果、不動

産事業の売上高は167,449千円、セグメント利益は1,547千円となりました。

③福祉関連施設事業

福祉関連施設事業におきましては、人員の増強、事業ノウハウ獲得への投資、ホームページの作成等によってコ

ストが先行している状況であります。また熊本県、福岡県、佐賀県、長崎県の各県内において福祉事業者との連携

を深め、その協力を得ながら建設地の購入を進めて参りました。この結果、福祉関連施設事業の売上高は6,040千

円、セグメント損失は15,271千円となりました。

④その他

その他におきましては、宿泊事業における稼働率の低下等もあり、売上高は547千円、セグメント損失は550千円

となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当社は、当中間会計期間が中間財務諸表（非連結）の作成初年度であるため、前年同中間期との比較情報は記載

しておりません。

（資産の部）

当中間会計期間末における総資産は、1,747,358千円となりました。
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流動資産は、1,403,750千円となり、現金及び預金462,661千円、販売用不動産628,938千円が主なものでありま

す。

固定資産は、343,608千円となり、有形固定資産204,855千円が主なものであります。

（負債の部）

当中間会計期間末における総負債は、1,195,292千円となりました。

流動負債は、583,071千円となり、短期借入金192,000千円、工事未払金160,805千円が主なものであります。

固定負債は、612,221千円となり、長期借入金381,290千円、社債200,000千円が主なものであります。

（純資産の部）

当中間会計期間末における純資産合計は、552,065千円となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当社は、当中間会計期間が中間財務諸表（非連結）の作成初年度であるため、前年同中間期との比較情報は記載

しておりません。

当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は462,661千円となりました。

各キャッシュ・フローの状況と主な要因は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、使用した資金は311,654千円となりました。これは主に、棚卸資産の増加額262,374千円及び法

人税等の支払額59,518千円があったこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は7,295千円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出9,584千円

及び無形固定資産の取得による支出5,494千円があった一方、敷金及び保証金の回収による収入3,423千円があった

ことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果獲得した資金は414,451千円となりました。これは主に、短期借入金の純増額167,000千円、長期

借入れによる収入100,000千円、社債の発行による収入196,382千円があった一方、長期借入金の返済による支出

47,357千円があったことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年10月期の業績予想につきましては、2021年12月15日付「2021年10月期決算短信」で公表いたしました業績予

想に変更はありません。

今後、業績予想を修正する必要が生じる場合は、速やかに開示してまいります。
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２．中間財務諸表及び主な注記

（１）中間貸借対照表

（単位：千円）

当中間会計期間
(2022年４月30日)

資産の部

　流動資産

　 現金及び預金 462,661

　 完成工事未収入金 135,482

　 販売用不動産 628,938

　 未成工事支出金 17,657

　 仕掛販売用不動産 96,308

　 原材料及び貯蔵品 5,625

　 その他 57,075

　 流動資産合計 1,403,750

　固定資産

　 有形固定資産

　 建物及び構築物 173,850

　 減価償却累計額 △38,927

　 建物及び構築物（純額） 134,922

　 その他 101,071

　 減価償却累計額 △31,138

　 その他（純額） 69,933

　 有形固定資産合計 204,855

　 無形固定資産 25,177

　 投資その他の資産 113,575

　 固定資産合計 343,608

　資産合計 1,747,358
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当中間会計期間
(2022年４月30日)

負債の部

　流動負債

　 工事未払金 160,805

　 短期借入金 192,000

　 １年内返済予定の長期借入金 111,384

　 未払法人税等 3,143

　 未成工事受入金 18,621

　 賞与引当金 12,800

　 完成工事補償引当金 5,136

　 リース債務 2,188

　 その他 76,991

　 流動負債合計 583,071

　固定負債

　 社債 200,000

　 長期借入金 381,290

　 資産除去債務 10,893

　 リース債務 2,060

　 その他 17,976

　 固定負債合計 612,221

　負債合計 1,195,292

純資産の部

　株主資本

　 資本金 104,545

　 資本剰余金 94,545

　 利益剰余金 352,975

　 株主資本合計 552,065

　 純資産合計 552,065

負債純資産合計 1,747,358
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（２）中間損益計算書

（単位：千円）

当中間会計期間
(自 2021年11月１日
至 2022年４月30日)

　売上高 1,389,999

　売上原価 1,096,823

　売上総利益 293,175

　販売費及び一般管理費 330,366

　営業損失（△） △37,191

　営業外収益

　 受取利息 1

　 補助金収入 15,000

　 助成金収入 4,236

　 その他 1,137

　 営業外収益合計 20,375

　営業外費用

　 支払利息 3,750

　 社債利息 154

　 社債発行費 3,617

　 営業外費用合計 7,521

　経常損失（△） △24,337

　税引前中間純損失（△） △24,337

　法人税、住民税及び事業税 12,702

　法人税等調整額 △7,795

　法人税等合計 4,907

　中間純損失（△） △29,244
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
当中間会計期間

(自 2021年11月１日
至 2022年4月30日)

　営業活動によるキャッシュ・フロー

　 税引前中間純損失（△） △24,337

　 減価償却費 13,527

　 賞与引当金の増減額(△は減少) △13,024

　 完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 77

　 助成金収入 △4,236

　 補助金収入 △15,000

　 受取利息及び受取配当金 △1

　 支払利息及び社債利息 3,904

　 社債発行費 3,617

　 売上債権の増減額（△は増加） 131,212

　 棚卸資産の増減額（△は増加） △262,374

　 仕入債務の増減額（△は減少） △40,564

　 未成工事受入金の増減額（△は減少） 9,891

　 未払消費税等の増減額（△は減少） △51,465

　 その他 △14,931

　 小計 △263,703

　 利息及び配当金の受取額 1

　 利息の支払額 △7,670

　 助成金の受取額 4,236

　 補助金の受取額 15,000

　 法人税等の支払額 △59,518

　 営業活動によるキャッシュ・フロー △311,654

　投資活動によるキャッシュ・フロー

　 関係会社株式の売却による収入 5,000

　 有形固定資産の取得による支出 △9,584

　 有形固定資産の売却による収入 90

　 無形固定資産の取得による支出 △5,494

　 敷金及び保証金の差入れによる支出 △567

　 敷金及び保証金の回収による収入 3,423

　 資産除去債務の履行による支出 △937

　 その他 773

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △7,295
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当中間会計期間
(自 2021年11月１日
至 2022年4月30日)

　財務活動によるキャッシュ・フロー

　 短期借入金の純増減額（△は減少） 167,000

　 長期借入れによる収入 100,000

　 長期借入金の返済による支出 △47,357

　 社債の発行による収入 196,382

　 リース債務の返済による支出 △1,100

　 その他 △474

　 財務活動によるキャッシュ・フロー 414,451

　現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 95,501

　現金及び現金同等物の期首残高 367,160

　現金及び現金同等物の中間期末残高 462,661
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（４）中間財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。)

及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第30号 2021年3月26日)を当中間会計期

間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に

受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　従来、当社は工事請負契約に関して、進捗部分について成果の確実性が認められる工事には工事進行基準を、

それ以外の工事には工事完成基準を適用しておりました。これを当中間会計期間より、履行義務を充足するに

つれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。また、履行義務の充足に係る進捗度の

合理的な見積りができない工事については、原価回収基準を適用しております。なお、期間がごく短い工事に

ついては、一定期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。ま

た、不動産販売事業に係る収益は、顧客との間で締結された不動産売買契約等で明確にされている内容及び対

価に基づき、物件の支配が顧客に移転した時点で認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ておりますが、利益剰余金の当期首残高へ与える影響はありません。また、当中間会計期間の損益に与える影

響もありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当中間会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用しております。なお、中間財務諸表に与える影響はありませ

ん。

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り

新型コロナウイルス感染症は、当社の事業活動に影響を及ぼしておりますが、今後の広がり方や収束時期等

を予測することは困難です。このため、繰延税金資産の回収可能性や減損損失の認識の判定等については、当

中間会計期間末において入手可能な情報に基づいており、その影響が当中間会計期間以降も限定的であるとの

仮定に基づき会計上の見積りを行っております。

（セグメント情報）

１. 報告セグメントの概要

（１）報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、サービス提供先別の事業部を置き、各事業部は取り扱うサービスについて包括的な戦略を立案し、事

業活動を展開しております。

したがって、当社は事業部を基礎とした、サービス提供先別の事業セグメントから構成されており、「住宅事

業」、「不動産事業」、「福祉関連施設事業」の３つを報告セグメントとしております。
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（２）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

住宅事業 セミオーダー住宅や規格住宅の企画、設計・施工、請負事業

不動産事業 不動産の分譲、開発、販売、仲介事業、賃貸管理業

福祉関連施設事業 福祉関連施設の建築および販売

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、中間財務諸表作成のために採用している会計処理の方法

と同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

当中間会計期間（自 2021年11月1日 至 2022年４月30日）

（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）

１

合計

調整額

（注）

２

中間財務

諸表計上

額

（注）３

住宅事業
不動産

事業

福祉関連

施設事業
計

売上高

一時点で移転され

る財
82,445 167,449 6,040 255,935 547 256,483 － 256,483

一定の期間にわた

り移転される財
1,131,309 － － 1,131,309 － 1,131,309 － 1,131,309

顧客との契約から

生じる収益
1,213,754 167,449 6,040 1,387,244 547 1,387,792 － 1,387,792

その他の収益 2,207 － — 2,207 － 2,207 － 2,207

外部顧客への売上

高
1,215,961 167,449 6,040 1,389,451 547 1,389,999 － 1,389,999

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

－ － － － － － － －

計 1,215,961 167,449 6,040 1,389,451 547 1,389,999 － 1,389,999

セグメント利益

又は損失（△）
111,632 1,547 △15,271 97,908 △550 97,357 △134,548 △37,191

セグメント資産 540,069 295,863 128,112 964,045 126,856 1,090,902 656,456 1,747,358

その他の項目

　減価償却費 7,259 582 211 8,053 － 8,053 5,474 13,527

　有形固定資産及び

無形固定資産の増

加額

5,322 633 200 6,156 371 6,527 5,361 11,888

（注） １． 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、宿泊事業等が含まれており

ます。

２．調整額の内容は以下のとおりです。

（１）セグメント利益の調整額△134,548千円は各事業セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は主に管理部門に係る費用であります。

（２）セグメント資産の調整額656,456千円は各事業セグメントに配分していない全社資産であります。

３．セグメント利益又は損失は、中間財務諸表の営業損失と調整を行っております。

４．減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用と同費用に係る償却額が含まれ

ております。

５．その他の収益は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入であります。
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（重要な後発事象）

　（多額な資金の借入）

当社は、2022年５月20日開催の取締役会において、資金の借入を行うことを決議いたしました。当該借入の

内容は次のとおりであります。

１．資金の借入の理由

当社は、従来からの事業分野の成長のみならず、新規事業の推進やDXの推進等といった取り組みを進めてお

ります。当社成長に伴って生じている必要運転資金を確保すると共に、新規事業の推進等に伴う手元資金の減

少を防ぎ、財務的基盤のより一層の安定を図ることを目的に行います。

２．資金の借入の概要

（１）借入先 ：株式会社りそな銀行

（２）借入金額：200,000千円

（３）借入実行日：2022年５月31日

（４）返済期間：５年

（５）担保状況：無担保

（６）資金使途：運転資金

　


